
はなバスルート等見直しに関する見直し方針の検討 
・はなバスルート等の見直し案を検討するために、短期的に対応可能な見直し内容と、中・長期的に検

討していく見直し内容に分類し、基本方針とルート選定条件を整理した。 
 
 

はなバスルート等見直しに関する見直し方針 
 
○はなバス運行に係る要望整理結果を踏まえ、見直し（案）を検討するため、下記に示す
ように、短期的に対応可能な見直し内容と、中・長期的に検討していく見直し内容に分
類し、５つの基本方針をまとめた。 

 
（１）短期的に対応可能な見直し内容 
 １ 運行本数、時間帯及びルートの見直しに関しては、利便性向上の視点から検討を行
う。また、増便を検討するにあたっては、経費面を考慮し、増便を検討するルート以
外を減便や廃止することにより発生する余剰車両により行うことを原則とする。 

 
（２）中期的、長期的に実現を目指す見直し内容 
２ ルートの見直しについては、現行のままでよいとする意見が多かったが、現行ルー
トを基本にし、公共施設へのアクセスや都市計画道路等の整備にあわせ、更なる利便
性の向上を図るための検討を行う。 

 
３ ルートの変更を検討する際は、駅間の希望が多いことから、発着地を鉄道駅とし、
経由地についても希望の多い施設等を対象に検討を行う。 

 
４ 利用料金については「現状維持」の意見が多いが、別紙の自由意見にもあるとおり、
受益者負担等の考えもあることから、料金の適正化についても検討する。 

 
 ５ 運行にあたり、道路整備が必須条件となる案については、所管課と調整のうえ道路
整備計画等への位置づけを検討する。 

 
○基本方針を基にした「はなバス」ルート選定条件 
 
「はなバス」ルートの見直し（案）の作成にあたり、次の６つのルート選定条件を設定
する。 

 
 １ はなバスフォローアップ調査に基づく、はなバス運行に係る要望整理結果「7 希望

する目的地・経由地」に抽出された、市内地域へのアクセスを考慮すること。 
 ２ 市役所の各課へ寄せられた市民意見、要望のあった施設へのアクセスを考慮するこ

と。 
 ３ 駅へのアクセスを考慮すること 
 ４ 将来の開発地域を考慮すること。 
 ５ ある程度の利用者数が見込めること。 
 ６ 既存の路線バスルートとの競合を出来る限り避けること。 


